
「信州の秋」　赤　間　正　義

令和令和７７年年1010月月１１日日

180



（公社）長崎法人会だより

２０２５

���������������������������������������������

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

���������������������������������������������

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

◆
目
　
　
　
次
◆

10 , １

  

「
ま
る
や
ち
湖
」
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
・

原
村
中
央
高
原
に
あ
り
、
渡
鳥
た
ち
の

中
継
池
に
な
っ
て
い
る
。

　

雄
大
な
八
ヶ
岳
連
峰
が
一
望
で
き

る
、
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。

　

10
月
中
旬
に
は
、
八
ヶ
岳
の
新
雪
と

紅
葉
に
、
常
緑
の
松
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の

三
段
紅
葉
で
清
々
し
い
信
州
の
秋
を
感

じ
る
。
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今
回
、
職
員
数
が
１
０
０
名
を
超

え
る
当
局
管
内
有
数
の
大
規
模
署
で

あ
る
長
崎
税
務
署
の
署
長
を
拝
命
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

■
そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
お
仕
事
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
か
。

　

一
つ
目
は
、
今
申
し
上
げ
た
、
国

税
訟
務
官
と
い
う
立
場
で
の
話
で
す

が
、
悪
質
な
納
税
者
に
対
し
て
行
っ

た
課
税
処
分
に
つ
い
て
の
訴
訟
事
件

に
携
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
事
件

で
は
、
当
局
の
処
分
の
内
容
が
い
か

に
「
的
確
な
事
実
認
定
と
法
令
の
適

用
」
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
裁
判
官
に
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
、
懸
命
に
主
張
の
整
理
・

補
強
な
ど
を
行
っ
た
上
で
、
審
判
を

仰
ぎ
、
見
事
に
「
勝
訴
」
判
決
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
勝
訴
」

判
決
を
勝
ち
取
っ
た
瞬
間
の
充
実
感

は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
も
の
が
あ

り
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

［略歴］
平成４年　４月　　福岡国税局入局
　　２５年　７月　　島原税務署総務課長
　　２７年　７月　　総務部人事第二課課長補佐
　　２９年　７月　　課税第一部国税訟務官
令和元年　７月　　佐世保税務署副署長
　　３年　７月　　課税第一部審理官
　　４年　７月　　飯塚税務署長
　　５年　７月　　大阪国税不服審判所京都支所長
　　６年　７月　　国税庁長官官房福岡派遣監督評価官室長
　　７年　７月　　現職

きく人・長崎法人会 広報委員長
山田　晃

（取材日　令和７年８月29日）

■長崎税務署長
　 昭和41年２月生（59歳）　香川県出身

この人に聞く

■
こ
れ
ま
で
の
経
歴
（
仕
事
、
職
歴

な
ど
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
出
身
は
四
国
・
香
川
県
で
、

高
校
卒
業
ま
で
の
間
、
の
ん
び
り
と

し
た
田
舎
の
雰
囲
気
の
中
で
、
讃
岐

う
ど
ん
を
食
べ
て
育
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
時
代
に
一
度
東
京

に
出
ま
し
た
が
、
就
職
は
両
親
の
地

元
で
あ
る
福
岡
に
戻
り
、
地
場
の
百

貨
店
に
入
社
し
た
も
の
の
、
２
年
で

転
職
し
て
税
務
の
職
場
に
入
り
ま
し

た
。

　

福
岡
国
税
局
に
採
用
後
34
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
所
得
税

調
査
事
務
か
ら
始
ま
り
、
国
税
局
や

税
務
署
の
官
房
事
務
な
ど
を
経
験
後
、

統
括
官
と
し
て
は
、
個
人
の
確
定
申

告
事
務
な
ど
を
担
当
し
た
り
し
て
き

ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
国
税
訟
務
官
と
い
う

立
場
で
、
課
税
訴
訟
事
件
の
国
側
の

代
理
人
と
し
て
出
廷
す
る
な
ど
、
税

務
署
が
行
っ
た
課
税
処
分
に
対
す
る

不
服
申
立
て
や
訴
訟
事
件
に
携
わ
る

仕
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 氏石
い し

津
づ

武
た け

志
し
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も
う
一
つ
は
、
福
岡
タ
ワ
ー
の
確
定

申
告
会
場
の
運
営
に
つ
い
て
、
責
任
者

と
し
て
初
め
て
従
事
し
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
目

指
し
、
来
場
さ
れ
る
納
税
者
に
ご
自
身

で
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
体
験
い
た
だ
き
、
翌

年
か
ら
福
岡
タ
ワ
ー
会
場
に
足
を
運
ぶ

こ
と
な
く
、
い
か
に
し
て
、
自
宅
か
ら

の
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
に
移
行
し
て

い
た
だ
け
る
か
と
い
う
施
策
に
対
し
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

目
標
に
対
す
る
成
果
が
得
ら
れ
た
と
き

の
達
成
感
が
現
場
の
責
任
者
と
し
て

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

施
策
の
趣
旨
・
目
的
を
理
解
し
て
、

状
況
に
応
じ
て
主
体
的
に
動
い
て
く

れ
た
当
時
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
今
で

も
敬
意
を
抱
い
て
い
ま
す
。

■
税
務
職
員
と
し
て
心
掛
け
て
お
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
期
待
す
る
こ
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、
国
税
庁

の
使
命
は
「
納
税
者
の
自
発
的
な
納

税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に

実
現
す
る
」
こ
と
で
す
。
私
自
身
、

こ
れ
ま
で
仕
事
の
方
向
性
を
検
討

す
る
に
当
た
り
、
迷
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
こ
の
原
点
に
立
ち
返
り
な
が

ら
、
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
何
よ
り
、
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

組
織
で
あ
る
た
め
に
、
適
正
・
公
平

な
税
務
行
政
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
税
務
を
取
り
巻
く
環
境
は

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、
そ
の
よ
う

な
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
も
、
組
織
と
し
て
肝
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
今
年
度
の
重
点
項
目
、
今
年
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
在
任
期
間

中
の
抱
負
。

　

１
点
目
は
、「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」

の
推
進
で
す
。

　

特
に
、「
納
税
者
の
利
便
性
の
向

上
」
の
観
点
か
ら
、「
自
宅
か
ら

の
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
の
推

進
」
を
は
じ
め
、
各
種
申
告
等
の
手

続
を
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
こ
と
を
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
」
の
利
用
拡
大
を
図

り
、「
あ
ら
ゆ
る
手
続
き
が
税
務
署
に

行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
取
組
に
当

た
っ
て
は
、
法
人
会
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
民
間
団
体
等
の
皆
様
方
の
お

力
も
お
借
り
し
な
が
ら
、
周
知
・
広

報
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
適
正
・
公
平
な
課
税
・

徴
収
の
実
現
」
で
す
。

　

納
税
者
の
権
利
・
利
益
の
保
護
を

図
り
つ
つ
、
適
正
な
申
告
・
納
税
を

行
っ
た
納
税
者
が
不
公
平
感
を
抱
く

こ
と
が
な
い
よ
う
、
悪
質
な
納
税
者

に
対
し
て
は
、
組
織
を
挙
げ
て
厳
正

な
対
応
を
行
う
な
ど
、
適
正
・
公
平

な
課
税
・
徴
収
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
長
崎
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
印
象

を
お
持
ち
で
す
か
。

　

振
り
返
る
と
、
長
崎
は
、
香
川
県

民
で
あ
っ
た
中
学
生
の
と
き
の
修
学

旅
行
で
、
平
和
祈
念
像
な
ど
の
観
光

名
所
を
訪
問
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で

仕
事
で
数
回
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る

程
度
で
し
た
が
、
異
国
情
緒
あ
ふ

れ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
街
の
イ

メ
ー
ジ
を
抱
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
、
長
崎
署
に
勤
務
で

き
る
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
先
日
、「
な

が
さ
き
み
な
と
ま
つ
り
」
で
長
崎
港

に
上
が
る
花
火
な
ど
も
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
長
崎
く
ん
ち
」

や
「
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

な
ど
の
「
祭
り
の
町
」
と
し
て
の
一
面

も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■
ご
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方

　

元
来
、
社
寺
巡
り
が
好
き
で
、
休

日
は
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
、
家
族
と
散

策
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
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２
年
前
に
、
福
岡
局
を
出
て
京
都
に

１
年
間
単
身
赴
任
す
る
機
会
が
あ
り
、

「
こ
れ
ぞ
、
絶
好
の
機
会
！
」
と
ば
か

り
に
、
京
都
や
奈
良
に
点
在
す
る
世

界
文
化
遺
産
を
は
じ
め
、
伊
勢
神
宮

や
和
歌
山
の
高
野
山
、
熊
野
古
道
の

ほ
か
、
姫
路
城
や
福
井
の
東
尋
坊
辺

り
ま
で
足
を
延
ば
し
て
、
単
身
赴
任

生
活
を
満
喫
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
も
ま
た
、「
こ
れ
ぞ
、
絶
好
の

機
会
！
」
と
ば
か
り
に
、
歴
史
と
ロ

マ
ン
の
街
・
長
崎
の
観
光
名
所
を
巡

り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、
今
昔
の

長
崎
の
空
気
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。　

■
長
崎
法
人
会
会
員
に
向
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

長
崎
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
、
税
知
識
の
普
及
や

納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓

発
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
特
に
、
租
税
教
育
活
動
や

地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、

「
Ａ
Ｌ
Ｌ 

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
」
の
利
用

促
進
や
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
な
ど
の

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
の
普
及
に

も
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
い
ず
れ
も
意

義
深
い
も
の
と
し
て
、
改
め
て
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆

様
の
様
々
な
活
動
に
で
き
る
限
り
の

協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

右
：
姫
路
城

左
上
：
清
水
寺
の
舞
台

左
中
：
東
大
寺
の
大
仏
様
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■
全
国
規
模
の
文
化
の
祭
典
「
な
が
さ

き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５
」
と
は

　

本
県
で
開
催
し
て
い
る
「
国
民
文

化
祭
」
と
「
全
国
障
害
者
芸
術
・
文

化
祭
」
の
統
一
名
称
（
愛
称
）
で
す
。

　

ダ
ン
ス
、
ア
ー
ト
、
音
楽
、
伝
統

芸
能
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
県
内

各
地
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
文
化
芸
術
の
秋
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
愛
称
の
「
ピ
ー
ス
」
に
込
め
た
想
い

　

今
年
は
本
県
に
と
っ
て
被
爆
80
年

と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

　

ピ
ー
ス
（
平
和
）
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
文
化
を
思
い
き
り
楽
し
め
る
！

文
化
で
生
ま
れ
る
交
流
が
ピ
ー
ス
を

育
む
！
文
化
芸
術
を
通
じ
て
平
和
を

長
崎
か
ら
国
内
外
に
発
信
し
よ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

■
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

　
　
　
　
　
　
「
文
化
を
み
ん
な
に
」

　

文
化
は
一
定
の
人
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
み
ん
な
の
も
の
！ 

み
ん
な

で
楽
し
め
る
も
の
！ 

文
化
に
は
人
と

人
と
を
つ
な
げ
る
力
が
あ
る
と
い
う

思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

■
開
催
期
間
は
78
日
間

　

令
和
７
年
９
月
14
日
か
ら
11
月
30
日

■
豪
華
な
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

　

本
県
ゆ
か
り
の
著
名
な
方
々
に

ピ
ー
ス
文
化
祭
を
県
内
外
に
向
け
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〇
さ
だ
ま
さ
し
氏

〇
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
氏

〇
浦
川
翔
平
氏

〇
長
濱
ね
る
氏

〇
平
戸
祐
介
氏

〇
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
氏

〇
水
上
恒
司
氏

■
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
の
コ
メ
ン
ト
、
公
式
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
等
を
掲
載
中
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

各
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
集
約
し
た
公

式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
。
県
内
外

の
自
治
体
、
公
共
施
設
、
観
光
商
業

施
設
等
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
専

用
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
中
。

〇
「
長
崎
県
実
行
委
員
会
」
発
行

　

県
内
各
地
で
開
催
す
る
全
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
ほ
か
、
さ
だ
ま
さ
し
氏
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
本
県
の
未
来
へ
繋

げ
た
い
文
化
を
特
集
。

〇
「
長
崎
市
実
行
委
員
会
」
発
行

　

長
崎
市
内
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
の
ほ
か
、
観
光
・
グ
ル
メ
情
報

を
掲
載
。

■
注
目
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介

①
ポ
ケ
モ
ン
×
工
芸
展　

美
と
わ
ざ
の
大
発
見

【
日
時
】
９
月
12
日
～
12
月
７
日

【
場
所
】
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

　

人
間
国
宝
か
ら
若
手
ま
で
、
現
代

日
本
を
代
表
す
る
作
家
が
多
様
な

⑹

ホームページ

インスタグラム

「ながさきピース文化祭 2025」のご紹介

（長崎県ながさきピース文化祭課）
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素
材
と
技
法
で
ポ
ケ
モ
ン

を
表
現
し
た
珠
玉
の
作
品

約
90
点
を
紹
介
。

②
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ 

in 

な
が
さ
き

ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５

【
日
時
】
9
月
14
日
～
11
月
30
日

【
場
所
】
県
内
全
域

　
「
平
和
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画
を

県
内
各
地
で
展
示
。
10
月
末
か
ら
は
、

長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
に
て
作
品

を
一
堂
に
集
め
集
約
展
示
。

③
プ
ロ
に
教
わ
る
！
人
材
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
演
劇
）

【
日
時
】
10
月
25
日
～
26
日

【
場
所
】
チ
ト
セ
ピ
ア
ホ
ー
ル

　

本
県
出
身
で
国
内
屈
指
の
脚
本
家
・

金
沢
知
樹
氏
が
脚
本
・
演
出
を
務
め
、

約
百
名
の
県
民
と
と
も
に
作
り
上
げ

る
「
演
劇
」
の
舞
台
公
演
を
実
施
。

④
プ
ロ
に
教
わ
る
！
人
材
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
音
楽
）

【
日
時
】
11
月
15
日
～
16
日

【
場
所
】
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
長
崎

　

本
県
出
身
で
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
平
戸
祐
介
氏
が
、
県

民
向
け
に
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン

を
行
い
、
成
果
発
表
と
し
て
、
参
加
者

と
平
戸
氏
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
披
露
。

⑤
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】
10
月
５
日

【
場
所
】
長
崎
市
民
会
館

　

障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
、
日
頃
生

き
る
証
と
し
て
書
き
綴
っ
て
い
る“
心

の
詩
”
を
音
楽
の
持
つ
豊
か
な
表
現

力
で
伝
え
、
社
会
の
理
解
と
共
感
を

図
る
。

　

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
長
濱
ね
る
氏
が
審

査
員
・
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
参
加
。

⑥
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
ア
ー
ト
展

【
日
時
】
作
品
展
11
月
19
日
～
23
日

　
　
　

  

講
演
会
11
月
22
日

【
場
所
】
長
崎
県
美
術
館

　

障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
芸

術
を
通
し
て
共
に
楽
し
み
相
互
の
理

解
を
深
め
る
契
機
と
し
て
、
長
崎
在

住
の
障
害
の
あ
る
方
が
作
成
し
た
作

品
な
ど
を
中
心
に
、
県
美
術
展
覧
会

入
選
作
品
や
園
児
が
制
作
し
た
ロ
ゴ

を
活
用
し
た
作
品
を
合
わ
せ
て
展
示
。

■
文
化
の
全
国
大
会
（
長
崎
市
開
催
）

①
全
国
邦
楽
合
奏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

長
崎

【
日
時
】
10
月
４
日
～
６
日

【
場
所
】
ベ
ネ
ッ
ク
ス
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

②
長
崎
の
教
会
で
歌
お
う
「
祈
り
の

合
唱
の
祭
典
」

【
日
時
】
10
月
12
日
～
13
日

【
場
所
】
浦
上
天
主
堂

③
川
柳
の
祭
典

【
日
時
】
11
月
２
日

【
場
所
】
ベ
ネ
ッ
ク
ス
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

④
百
人
一
首
競
技
か
る
た
全
国
大
会

【
日
時
】
11
月
２
日
～
３
日

【
場
所
】
長
崎
県
立
総
合
体
育
館

⑤
大
正
琴
の
祭
典

【
日
時
】
11
月
９
日

【
場
所
】
長
崎
市
民
会
館

⑥
全
日
本
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会

【
日
時
】
11
月
15
日
～
16
日

【
場
所
】
出
島
メ
ッ
セ
長
崎

⑦
い
け
ば
な
の
祭
典

～
い
け
る
・
い
か
す
・
い
き
る
～

【
日
時
】
11
月
22
日
～
24
日

【
場
所
】
ベ
ネ
ッ
ク
ス
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

⑺

© 2025 Pokémon. ©1995-2025 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.
TM, ®, and character names are trademarks of Nintendo.
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株式会社テレビ長崎　代表取締役社長　大澤　徹也

て
早
々
、
靴
を
買
い
に
行
っ
た
時
の
こ

と
。「
こ
の
靴
の
二
六
・
五
セ
ン
チ
あ
り

ま
す
か
？
」
と
店
員
さ
ん
に
聞
い
た
と

こ
ろ
「
あ
～
、
無
い
で
す
ね
。」
と
の
返

事
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
の
会
話
が
な

い
。
大
阪
で
あ
れ
ば
き
っ
と
こ
う
で
す
。

「
今
は
な
い
け
ど
、
注
文
し
た
ら
す
ぐ
入

る
か
ら
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
は
る
？
」

も
し
く
は
「
こ
っ
ち
の
デ
ザ
イ
ン
や
っ

た
ら
二
六
・
五
セ
ン
チ
あ
る
し
、
お
客
さ

ん
や
っ
た
ら
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
似
合
っ

て
る
で
ぇ
」
と
。
売
り
た
い
が
一
心
で

調
子
の
い
い
こ
と
を
言
う
店
員
さ
ん
が

多
い
大
阪
。「
ま
た
う
ま
い
こ
と
言
う

て
」
と
買
う
方
も
乗
っ
か
っ
て
つ
い
つ

い
買
っ
て
し
ま
う
。
或
い
は
買
わ
な
い

ま
で
も
「
お
も
ろ
い
店
員
や
。
こ
の
靴

屋
さ
ん
は
ま
た
来
よ
う
か
な
。」
と
な
る
。

大
阪
は
会
話
の
重
ね
合
い
が
街
の
潤
滑

油
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

長
崎
の
人
は
、
多
く
の
異
国
の
人
と
交
わ

り
、
多
様
な
文
化
を
受
け
入
れ
て
独
自
の

風
土
を
築
い
て
き
た
度
量
の
大
き
さ
、
懐

の
深
さ
に
根
差
す
奥
ゆ
か
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
仇
と
な
っ
て
情
報

の
洪
水
が
流
れ
る
令
和
の
今
で
は
、
少
し

埋
も
れ
が
ち
な
の
か
な
と
思
う
の
で
す
。

人
口
流
出
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
長
崎
に
、
例
え
ば
、
大
阪
人
を
移
住

さ
せ
て
混
ぜ
込
ん
だ
ら
長
崎
は
も
う
少

し
商
売
っ
気
の
あ
る
、
発
信
力
の
強
い

街
に
変
わ
る
と
思
う
の
は
私
の
妄
想
で

　

37
年
勤
め
た
大
阪
の
テ
レ
ビ
局
か
ら

テ
レ
ビ
長
崎
の
社
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
長

崎
に
来
て
丸
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。
長

崎
は
お
ろ
か
九
州
に
は
何
の
地
縁
も
な

く
、
ま
さ
に
「
よ
そ
も
ん
」
の
私
が
感

じ
る
長
崎
は
、
魅
力
的
な
街
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
控
え
目
で
、
せ
っ
か
く
素
晴

ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に

ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
い
な
い
、
発
信
力
が

弱
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
ど
う

す
れ
ば
発
信
力
が
高
ま
る
の
か
。
大
阪

人
の
や
や
厚
か
ま
し
い
視
点
で
雑
記
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　

「
大
阪
人
か
ら
見
た
長
崎
人
」

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
十
人
十
色
で
、
例
え

ば「
長
崎
の
人
は
控
え
め
な
人
が
多
い
」

と
括
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。で
も
、世
の
中
の
様
々

な
事
象
を
記

号
化
し
て
し

ま
う
テ
レ
ビ

業
界
の
悪
癖

と
思
っ
て
ご

容
赦
く
だ
さ

い
。
や
っ
ぱ

り
「
長
崎
の

人
は
控
え
め

な
人
が
多

い
」
と
思

う
の
で
す
。

長
崎
に
来

◎プロフィール
1962 年　大阪生まれ

1985 年　筑波大学体育専門学群卒業

　〃　　 関西テレビ放送㈱　入社

2014 年　　　　〃　　　　　編成局長

2017 年　　　　〃　　　　　総務局長

2019 年　関西テレビ放送㈱　取締役

2020 年　㈱テレビ宮崎　取締役（非常勤・現任）

2022 年　㈱テレビ長崎　代表取締役社長・現任

“ 魅力いっぱい長崎の
発信力をどう高めるか ”

す
が
、
も
う
少
し
大
阪
人
の
よ
う
な
厚

か
ま
し
さ
が
あ
っ
て
も
い
い
の
に
な
ぁ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
　『
精
霊
流
し
』
の
衝
撃
」

　

長
崎
を
被
爆
地
と
し
て
知
っ
て
い
て

も
、
長
崎
の
精
霊
流
し
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
長

年
グ
レ
ー
プ
の
名
曲
“
精
霊
流
し
”
に
騙

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
騙
さ
れ
て
い
た
と
い

う
の
は
正
確
で
は
な
く
、「
心
静
か
に
亡

く
な
っ
た
人
を
思
い
な
が
ら
精
霊
船
を
川

に
流
す
哀
愁
を
帯
び
た
行
事
」
と
曲
を
聞

い
た
私
が
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
た
だ
け

な
の
で
す
。
爆
竹
の
途
絶
え
る
こ
と
の
な

い
炸
裂
音
が
鳴
り
響
き
、
花
火
が
飛
び
、

煙
が
立
ち
込
め
る
喧
騒
の
中
を
、
飾
り
立

て
ら
れ
た
精
霊
船
が
進
ん
で
い
く
“
リ
ア

ル
精
霊
流
し
”
を
初
め
て
観
た
と
き
の

衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
で
は

8
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
、
戦
没
者
の
慰

霊
と
戦
争
の
話
が
大
半
を
占
め
、
後
は
お

盆
の
行
楽
地
の
賑
わ
い
や
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ

の
話
題
で
ほ
ぼ
埋
め
尽
く
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
現
に
私
も
長
崎
に
来
る
ま
で
、
こ

の
精
霊
流
し
の
映
像
を
関
西
で
観
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て
、
さ
だ

さ
ん
の
書
い
た
歌
詞
を
思
い
起
こ
せ
ば
、

実
に
見
事
に
こ
の
光
景
を
描
写
し
て
い

て
、
ま
た
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
に
深
い
鎮
魂

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
わ
か
る
の

で
す
。
故
人
へ
の
敬
意
と
家
族
の
絆
を
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○
通
底
す
る
豊
か
な
食
文
化

　

イ
タ
リ
ア
料
理
の
王
道
・
ス
パ
ゲ
テ
ィ
。

長
崎
グ
ル
メ
の
王
道
・
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
。ち
ゃ

ん
ぽ
ん
は
ス
ー
プ
パ
ス
タ
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
魚
介
エ
キ
ス
を
取
り
込
む
と
こ
ろ
は

主
に
イ
タ
リ
ア
南
部
の
パ
ス
タ
に
も
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
長
崎
名
産
の
か
ら
す

み
も
、
イ
タ
リ
ア
で
は
す
り
お
ろ
し
て
パ

ス
タ
に
絡
め
る
定
番
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
既

に
全
国
的
に
有
名
な
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
で
は
あ

り
ま
す
が
、
も
っ
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
っ
た
ら
楽
し
い
な
と
思
い
ま
す
。“
レ

モ
ン
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
”“
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
”“
ポ
ル
チ
ー
ニ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
”

“
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
”
…
。
ま

た
、
魚
の
す
り
身
料
理
で
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
バ
ッ
カ
ラ
・
マ
ン
テ
カ
ー
ト
は

鱈
（
バ
ッ
カ
ラ
）
を
牛
乳
で
煮
て
捏
ね
た

料
理
で
、
カ
リ
カ
リ
に
焼
い
た
パ
ン
に
の

せ
て
食
べ
る
の
で
、
イ
タ
リ
ア
の
ハ
ト
シ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
全
国
展
開
の
コ
ン

ビ
ニ
で
、
か
ら
揚
げ
同
様
に
ハ
ト
シ
を
レ

ジ
横
に
置
け
ば
、
一
気
に
有
名
に
な
る
と

思
う
の
で
す
が
…
。ま
た
、こ
の“
ハ
ト
シ
”

同
様
に
、
既
に
あ
る
長
崎
グ
ル
メ
で
も
っ

と
売
り
出
す
べ
き
と
思
う
の
が“
白
鉄
火
”

で
す
。
マ
グ
ロ
で
は
な
く
ヒ
ラ
ス
を
巻
く

と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
、
こ
り
こ
り

食
感
の
刺
身
に
こ
だ
わ
る
長
崎
人
の
食
文

化
を
見
事
に
表
し
た
巻
き
ず
し
。“
カ
ル

パ
ッ
チ
ョ
”
よ
ろ
し
く
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

を
垂
ら
し
た
ヒ
ラ
ス
を
巻
い
て
、“
イ
タ

リ
ア
ン
巻
き
”
に
す
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
に
も
ウ
ケ
ル

の
で
は
な
い
か
と
妄
想
し
て
い
ま
す
。

○
V
・
フ
ァ
ー
レ
ン
が
長
崎
人
の
性
格
を

変
え
る
？

　

サ
ッ
カ
ー
好
き
の
私
は
、
ミ
ラ
ノ
に

あ
る
憧
れ
の
サ
ン
・
シ
ー
ロ
・
ス
タ
ジ

ア
ム
で
一
度
だ
け
観
戦
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
8
万
5
千
人
の
観
客
で
埋
ま
っ

た
ス
タ
ン
ド
の
一
角
、
ホ
ー
ム
チ
ー
ム
・

イ
ン
テ
ル
の
フ
ァ
ン
サ
イ
ド
で
観
て
い

る
と
、
イ
ン
テ
ル
の
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の

選
手
が
ト
ラ
ッ
プ
を
失
敗
し
て
相
手
の

コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

瞬
間
、
毛
皮
を
着
た
一
見
上
品
そ
う
な

高
齢
の
女
性
が
、
す
ぐ
さ
ま
立
ち
上
が
っ

て
ピ
ッ
チ
に
向
か
っ
て
大
声
で
何
か
叫

び
始
め
ま
し
た
。
続
け
て
、
ミ
ス
プ
レ

イ
に
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
周
り
の
観

客
た
ち
に
向
か
っ
て
も
何
か
叫
び
、
周

り
の
観
客
は
そ
れ
に
大
き
く
う
な
づ
い

た
り
笑
っ
た
り
。
お
そ
ら
く
そ
の
高
齢

女
性
は
「
そ
ん
な
簡
単
な
ミ
ス
を
す
る

な
ん
て
、
な
に
や
っ
と
ん
じ
ゃ
！
」「
あ

ん
な
ト
ラ
ッ
プ
私
で
も
失
敗
せ
ー
へ
ん

わ
！
」
と
で
も
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

イ
タ
リ
ア
で
は
サ
ッ
カ
ー
が
「
魂
」
と

し
て
生
活
に
根
づ
い
て
い
る
と
言
い
ま

す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
、
サ
ッ
カ
ー
を

観
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
語
り
、
サ
ッ
カ
ー

に
心
を
捧
げ
る
の
で
す
。
昨
シ
ー
ズ

大
切
に
す
る
こ
の
素
晴
ら
し
い
長
崎
な
ら

で
は
の
行
事
は
、
京
都
の
五
山
の
送
り
火

同
様
に
全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
テ
レ
ビ
局
も
発
信
し
続
け

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
長
崎
と
イ
タ
リ
ア
」

　

長
崎
が
異
国
情
緒
漂
う
風
光
明
媚
な
場

所
と
言
わ
れ
る
の
は
、
石
畳
の
小
径
や
教

会
群
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
海
を
取
り
囲

む
山
々
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
立
つ
無
数

の
家
々
が
そ
の
一
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
国
内
ど
こ
を
探
し
て
も
な
い
、
唯
一

無
二
の
景
観
で
す
。
多
く
の
人
の
心
を
惹

き
つ
け
る
こ
の
景
色
を
私
が
初
め
て
見
た

と
き
、「
ア
マ
ル
フ
ィ
に
似
と
る
な
ぁ
」

と
感
じ
ま
し
た
。
ア
マ
ル
フ
ィ
は
、
地
中

海
に
面
し
た
断
崖
に
張
り
付
く
よ
う
な

家
々
が
美
し
い
イ
タ
リ
ア
南
部
の
港
町

で
、世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
イ
タ
リ
ア
が
大
好
き
で
、
コ
ロ
ナ
禍

前
は
毎
年
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
魅
力
は
、
歴

史
の
息
吹
が
薫
る
壮
大
で
か
つ
美
し
い
街

並
み
に
加
え
、“
グ
ル
メ
”
と
“
サ
ッ
カ
ー
”

が
大
き
な
要
素
だ
と
私
は
思
い
込
ん
で
い

ま
す
。そ
し
て
、こ
の
点
は
長
崎
に
も
ぴ
っ

た
り
当
て
は
ま
り
ま
す
。
長
崎
の
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
イ
タ
リ
ア
と
の
共
通
点
に
見

出
す
と
い
う
「
こ
じ
つ
け
的
視
点
」
で
長

崎
の
魅
力
に
つ
い
て
触
れ
、
発
信
力
を
高

め
る
提
案
を
妄
想
し
て
み
ま
し
た
。

ン
、
イ
タ
リ
ア
最
高
峰
の
セ
リ
エ
A
を

制
し
た
ナ
ポ
リ
で
は
、
優
勝
が
決
ま
っ

た
瞬
間
、
町
全
体
が
お
祭
り
状
態
と
化

し
、
音
楽
、
花
火
、
ダ
ン
ス
で
熱
狂
に

包
ま
れ
た
と
言
い
ま
す
。
長
崎
で
は
、

V
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
が
J
１
昇
格
を
目

指
し
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
長
崎
ピ
ー
ス

ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
平
均

で
1
万
5
千
人
を
超
え
る
観
客
動
員
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
J
２
チ
ー
ム

の
平
均
約
8
千
人
の
倍
近
い
動
員
数
で
、

J
１
の
今
シ
ー
ズ
ン
推
定
平
均
観
客
動

員
数
1
万
4
千
人
も
超
え
て
い
ま
す
。

私
も
よ
く
応
援
に
行
き
ま
す
が
、
長
崎

の
人
、
特
に
自
ら
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
こ

と
が
な
い
で
あ
ろ
う
高
齢
の
女
性
が
一

生
懸
命
応
援
す
る
姿
を
見
る
と
、「
イ
タ

リ
ア
に
近
づ
い
て
い
る
」
手
ご
た
え
を

感
じ
ま
す
。
そ
し
て
将
来
、
厳
し
い
ヤ

ジ
を
選
手
に
向
け
て
叫
ぶ
光
景
を
目
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
長
崎
人
の
控

え
め
な
性
格
が
、
少
し
変
わ
っ
た
と
感

じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

土
地
に
根
差
し
た
人
柄
は
そ
ん
な
に

簡
単
に
変
わ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
し
、

奥
ゆ
か
し
さ
は
大
切
に
し
つ
つ
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
厚
か
ま
し
く
な
る
こ
と
が
長
崎

の
発
信
力
を
高
め
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
な

の
か
も
し
れ
な
い
と
妄
想
し
な
が
ら
、

私
自
身
も
更
な
る
長
崎
の
魅
力
に
触
れ

発
信
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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【 

ご
縁 

】

　

こ
の
た
び
、
法
人
会
の
会
報
に
寄
稿

の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、

心
よ
り
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
だ

小
さ
な
会
社
を
営
む
身
で
あ
り
、
経
営

の
大
先
輩
方
の
歩
み
に
比
べ
れ
ば
、
私

の
道
の
り
は
ほ
ん
の
一
歩
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
私
が
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

の
は
多
く
の
方
々
と
の
ご
縁
に
恵
ま
れ

た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

特
別
支
援
学
校
の
教
師
と
し
て
過
ご

し
た
16
年
間
、
毎
日
、
重
い
障
害
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
の
命
と
隣
り
合
わ
せ
に

い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
い
か
に
心

地
よ
く
、
一
日
で
も
長
く
幸
福
な
気
持

ち
を
感
じ
て
過
ご
せ
る
か
と
い
う
こ
と

が
念
頭
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
幼
く

短
い
命
を
病
気
で
落
と
す
生
徒
も
い
ま

し
た
。
い
つ
終
わ
る
と
も
わ
か
ら
な
い

彼
ら
の
人
生
に
お
い
て
無
駄
な
時
間
を

一
秒
た
り
と
も
過
ご
さ
せ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
想
い
で
お

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
々
の
中
、
保
護

者
で
あ
る
お
母
さ
ん
た
ち
と
、
子
ど
も

た
ち
の
毎
日
の
排
泄
や
生
理
に
つ
い
て

を
心
地
よ
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
布
を
お
む
つ
に
は
さ
ん
だ
り
、
お

し
り
を
拭
く
布
を
変
え
た
り
、
毎
日
研

究
を
繰
り
返
し
、
不
快
さ
や
か
ゆ
み
を

自
ら
言
え
な
い
子
ど
も
た
ち
の
代
わ
り

に
私
と
お
母
さ
ん
方
と
で
、
排
泄
後
や

生
理
の
時
の
性
器
周
辺
の
赤
味
や
腫
れ

を
無
く
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
を
試
行
錯
誤
し
て
考
え
ま
し
た
。
そ

の
時
の
苦
労
、
工
夫
、
観
察
が
今
の
私

た
ち
の
会
社
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。
子

を
思
う
親
の
想
い
を
一
緒
に
考
え
た
の

が
ス
タ
ー
ト
な
の
で
す
。
ま
た
、
お
母

さ
ん
方
の「
社
会
と
繋
が
っ
て
い
た
い
」

「
働
き
た
い
け
れ
ど
、
働
く
場
が
な
い
」

そ
ん
な
言
葉
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
胸

が
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
を
抱

き
ま
し
た
。
私
に
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
が
次
第

に
膨
ら
み
、
や
が
て
「
そ
れ
な
ら
自
分

た
ち
で
働
く
場
を
つ
く
ろ
う
」
と
決
心

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
２
０
１
３
年
、
お
母
さ
ま

方
と
一
緒
に
株
式
会
社
り
ぼ
ん
を
設
立

い
た
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
と
研

究
し
た
排
泄
や
生
理
中
の
か
ぶ
れ
を

軽
減
す
る
た
め
の
知
識
を
商
品
化
し
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
を
用
い
た
布

ナ
プ
キ
ン
や
布
お
む
つ
の
製
造
販
売
を

事
業
の
柱
と
し
ま
し
た
。

【
株
式
会
社
り
ぼ
ん
と
教
育
の
現
場
へ
】

　

会
社
設
立
か
ら
12
年
。
歩
み
を
振
り

返
る
と
、
製
品
を
つ
く
り
、
売
り
上
げ

を
伸
ば
す
こ
と
以
上
に
、「
働
く
場
を

つ
く
る
」
こ
と
、
そ
し
て
「
人
が
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
場
を
広
げ
る
」
こ
と

こ
そ
が
、
私
に
と
っ
て
の
使
命
だ
っ
た

と
感
じ
続
け
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
続
け
る
中
で
、
ご
縁
を
い
た

だ
き
、
性
教
育
や
生
理
教
育
に
つ
い
て

全
国
で
お
話
し
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
気
づ
け
ば
６
０
０
回
以
上
を
超
え

る
講
演
を
重
ね
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
、
先
生
方
と
出
会
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

教
育
と
の
関
わ
り
は
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
幼
児
教
育
の
重
要
さ
に
気

づ
き
、
幼
稚
園
の
園
長
を
務
め
た
こ
と

も
私
に
と
っ
て
大
切
な
学
び
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
現
在
は
高
校
生
の
授
業

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
の
人
生
を

よ
り
幸
せ
に
、
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け

て
情
熱
的
に
健
康
に
生
き
る
こ
と
を
学

べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
自
分
が
何
を
好
き
で
、
何
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
時
代
。
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
やT

ikT
ok

、Y
ouT

ube

な
ど
携
帯
の
中
だ
け
の
狭
い
世
界
で
は

な
く
、
実
際
に
長
崎
で
自
分
の
好
き
な

こ
と
を
仕
事
に
し
て
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
る
起
業
家
の
方
々
を
お
呼
び
し
て

授
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
に
は
実
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技
も
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
本
気
の
授
業
を
受
け
る
時
の

生
徒
た
ち
の
真
剣
な
表
情
、
目
の
輝

き
、
休
み
時
間
も
取
ら
ず
先
生
を
囲
ん

で
質
問
を
す
る
姿
に
毎
回
心
を
打
た
れ

ま
す
。大
人
や
教
師
た
ち
が
思
う
ほ
ど
、

現
代
の
生
徒
た
ち
は
無
気
力
で
も
不
真

面
目
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
気
で
打
ち

込
め
る
こ
と
に
出
会
っ
て
な
い
だ
け
な

の
で
す
。
若
者
た
ち
が
「
自
分
の
人
生

を
自
分
で
選
び
取
っ
て
い
い
の
だ
」
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と

は
、
未
来
へ
の
何
よ
り
の
投
資
で
あ
り
、

私
の
使
命
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

【
地
域
と
の
つ
な
が
り
】

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
も
、
私
に
と
っ

て
大
切
な
軸
で
す
。
眼
鏡
橋
、
中
島
川

周
辺
で
続
け
て
き
た
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

マ
ル
シ
ェ
」
は
、春
と
秋
の
年
に
2
回
、

10
年
以
上
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

食
や
衣
、
健
康
を
テ
ー
マ
に
、
主
に
長

崎
県
内
で
低
農
薬
で
野
菜
を
作
っ
た
り
、

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
で
パ
ン
や
お
菓
子
を

作
っ
て
い
る
方
々
が
眼
鏡
橋
の
両
サ
イ

ド
に
数
十
店
舗
、
テ
ン
ト
を
並
べ
ま
す
。

人
と
人
が
つ
な
が
り
、
笑
顔
が
生
ま
れ

る
場
。
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
地
域

の
皆
さ
ま
、
長
崎
市
役
所
の
方
々
の
温

か
な
支
え
の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
今

年
４
０
０
周
年
を
迎
え
る
中
通
り
商
店

街
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
長
崎
の
街
の
観
光
を
着
物
で

も
っ
と
華
や
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
着
物
の
レ
ン
タ
ル
着
付
け
を
始

め
て
11
年
に
な
り
ま
す
。
店
に
立
つ
と

き
私
は
、
昔
の
人
が
生
理
の
時
に
着
物

で
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
た
か
を
説

明
す
る
の
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
い

つ
も
着
物
を
着
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
お
客
様
も
着
物
が
好
き
な
方
や
仕

事
に
な
さ
っ
て
い
た
方
が
よ
く
い
ら
し

て
い
ま
し
た
。「
せ
っ
か
く
着
物
の
着

付
け
の
資
格
を
取
っ
て
も
仕
事
に
つ
な

げ
ら
れ
な
い
。」「
美
容
師
だ
っ
た
が
、

店
を
や
め
て
、
た
ま
に
成
人
式
を
手
伝

う
だ
け
。」
な
ど
、
技
術
は
あ
る
の
に
、

な
か
な
か
働
く
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
け

な
い
方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
観
光
に
訪
れ

る
方
に
着
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
だ

け
で
な
く
、
美
容
師
や
着
付
け
師
の
資

格
を
持
っ
た
方
々
が
新
た
に
活
躍
で
き

る
場
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と

店
舗
の
一
部
に
着
物
を
並
べ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
修
学
旅
行
生
、
客
船
の
お

客
様
な
ど
か
ら
次
々
と
予
約
が
入
り
、

数
十
名
ず
つ
や
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
時

も
あ
り
ま
す
。
着
付
け
の
先
生
方
や
美

容
師
さ
ん
た
ち
も
大
忙
し
で
と
て
も
喜

ば
れ
、
着
付
け
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
華

や
か
で
、
長
崎
を
着
物
で
巡
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
と
て
も
好
評
で
す
。

タ
ク
シ
ー
協
同
集
金
株
式
会
社
さ
ん
の

協
力
で
、
当
社
で
着
付
け
を
し
た
人
は

長
崎
の
ど
の
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
も
割

引
で
乗
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も

人
力
車
、料
亭
、通
訳
者
、ホ
テ
ル
の
方
々

が
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
長
崎
の
観

光
と
着
物
の
広
が
り
を
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
着
物

を
着
て
街
を
歩
く
人
が
増
え
、
歴
史
深

い
街
長
崎
を
着
物
や
袴
姿
で
行
き
交
う

光
景
は
、
長
崎
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き

立
て
る
も
の
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

【
挑
戦
と
新
た
な
役
割
】

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
ひ
と
つ

は
、
必
ず
し
も
順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。時
に
は
税
理
士
さ
ん
や
、

他
の
企
業
家
の
先
輩
方
に
「
あ
れ
こ
れ

と
手
を
広
げ
す
ぎ
で
は
」
と
反
対
の
声

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ア

ド
バ
イ
ス
通
り
い
ろ
ん
な
こ
と
に
手
を

出
さ
ず
、
布
お
む
つ
、
布
な
ぷ
き
ん
の

販
売
だ
け
に
専
念
し
た
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
私
自
身
悩
む
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
で
も
私
の
中
に
は
常
に
、

「
働
く
場
を
つ
く
り
た
い
」「
長
崎
と
い

う
町
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
、
華
や
か
に

し
た
い
」と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
思
い
に
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
、

歩
み
を
止
め
ず
に
こ
こ
ま
で
続
け
て
来

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
８
月
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
文
部
科
学
省
よ
り
「
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
大
使
」
に
任
命
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
小
中
高
生
た
ち
に
実
施

し
子
供
た
ち
が
起
業
経
験
者
と
の
交
流

な
ど
を
通
じ
て
、
起
業
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
身
近
に
感
じ
、
積
極
的
に
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
て
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
や

学
校
現
場
な
ど
で
講
演
や
授
業
を
す
る

と
い
っ
た
役
割
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

私
自
身
が
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
小
さ

な
挑
戦
の
積
み
重
ね
が
、
こ
の
よ
う
な

形
で
認
め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
身

に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
経
営
と
は
孤
独
で
あ
り
、
同
時
に
希
望

で
も
あ
る
―
―
そ
う
感
じ
る
日
々
で
す
。

そ
の
中
で
、
こ
の
法
人
会
と
い
う
場
に
身

を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
大
先
輩
方
の
お

話
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
き
な
励
み

で
あ
り
学
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
人
が
働
け
る
場
を
つ

く
り
た
い
」「
長
崎
の
街
を
よ
り
魅
力

的
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
、

歩
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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近
代
以
降
の
長
崎
出
身
の
画
家
の
な

か
で
全
国
的
に
知
名
度
が
最
も
高
か
っ

た
の
は
、
山
本
森
之
助
で
し
ょ
う
。
東

京
美
術
学
校（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）

に
て
、
当
時
教
員
に
就
任
し
た
ば
か
り

の
黒
田
清
輝
に
学
び
、
明
治
40
年
に
始

ま
っ
た
文
部
省
美
術
展
覧
会
で
は
3
年

連
続
受
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
現
在
ま
で
続
く
光
風
会

の
設
立
者
の
一
人
と
し
て
名
を
馳
せ
ま

し
た
。
日
本
に
お
け
る
近
代
風
景
画
史

に
お
い
て
、
山
本
は
確
固
た
る
地
位
を

築
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

山
本
は
明
治
10
年
に
長
崎
市
の
老
舗

料
亭
「
一
力
」
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
料
亭
を
継
ぐ
べ
き

存
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
幼
い
頃
よ

り
絵
の
才
能
を
開
花
さ
せ
、
長
崎
東
洋

日
之
出
新
聞
の
創
始
者
・
鈴
木
天
眼
の

勧
め
も
あ
り
、
17
歳
の
時
に
は
画
家
を

志
し
、
大
阪
の
画
家
・
山
内
愚
僊
の
門

下
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
19
歳
の

時
に
運
命
的
な
出
会
い
を
果
た
し
ま

す
。
パ
リ
へ
の
絵
画
留
学
か
ら
帰
朝
し

て
ま
も
な
い
黒
田
清
輝
と
の
出
会
い
で

し
た
。
黒
田
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
ち

帰
っ
た
明
る
い
色
彩
と
斬
新
な
画
題

は
、
若
い
画
家
た
ち
を
た
ち
ま
ち
魅
了

し
ま
し
た
。
山
本
も
そ
の
一
人
だ
っ
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
終
生

黒
田
を
師
と
仰
ぎ
、
忠
実
に
師
の
画
風

を
追
従
し
ま
し
た
。

　

美
術
学
校
を
卒
業
後
、
山
本
は
風
景

画
を
描
く
に
あ
た
り
、
黒
田
門
下
の
同

世
代
の
画
家
た
ち
と
日
本
全
国
を
旅
し

て
歩
き
、
そ
の
土
地
の
風
景
を
カ
ン

ヴ
ァ
ス
に
収
め
て
い
く
と
い
う
制
作
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
ま
す
。
そ
し
て
制
作

の
際
は
必
ず
対
象
と
な
る
風
景
を
前
に

イ
ー
ゼ
ル
を
立
て
、
現
地
で
の
制
作
を

重
ん
じ
ま
し
た
。
風
景
を
前
に
イ
ー
ゼ

ル
を
立
て
る
、
現
代
で
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
例
え
ば
長
崎

出
身
の
一
世
代
前
の
画
家
・
彭
城
貞
徳

は
、
制
作
は
通
常
屋
内
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。
飛
騨
山
脈
の
美
し
い
風
景
画
を

東
京
の
自
宅
で
描
い
た
と
い
う
日
記
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
対
象
と
な

る
風
景
を
目
の
前
に
し
て
描
く
と
い
う

近
代
的
な
制
作
方
法
は
、
当
時
い
ま
だ

新
し
い
手
法
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

長
崎
県
美
術
館
で
は
２
０
０
６
年

に
「
長
崎
の
美
術
2　

長
崎
が
生
ん
だ

風
景
画
家　

山
本
森
之
助
」
展
を
開
催

し
ま
し
た
。
私
が
初
め
て
担
当
し
た
思

い
出
深
い
展
覧
会
で
す
。
当
館
の
前

身
で
あ
る
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
で

の
個
展
が
１
９
７
２
年
で
し
た
の
で
、

34
年
ぶ
り
の
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
当
時
は
山
本
の
三
男
・

洋
氏
が
存
命
だ
っ
た
た
め
、
山
本
、
そ

し
て
妻
の
ワ
カ
に
つ
い
て
色
々
と
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
山
本
は
絵

を
描
い
た
ら
描
き
っ
ぱ
な
し
、
タ
イ
ト

ル
は
ワ
カ
が
付
け
、
生
活
に
困
る
と
妻

が
作
品
を
売
り
に
奔
走
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
作
品
の
管
理
は

完
全
に
ワ
カ
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
証
拠
に
ワ
カ
は
『
絵
の
ゆ
く
へ
』
と

い
う
管
理
台
帳
を
、
明
治
末
期
か
ら

自
身
が
亡
く
な
る
昭
和
40
年
半
ば
ま

で
ず
っ
と
記
載
し
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
作
品
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
、

「
い
つ
・
ど
こ
で
・
誰
に
・
い
く
ら
で
」

売
却
さ
れ
た
か
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
、

新
し
い
情
報
が
あ
る
と
そ
こ
に
上
書
き

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
夫
が
亡
く
な
っ
て

40
年
近
く
も
夫
の
作
品
の
行
方
に
つ
い

て
更
新
し
続
け
て
い
た
と
い
う
の
は
ま

さ
に
驚
き
で
す
。
亡
く
な
っ
た
芸
術
家

山本森之助肖像写真

（その４）

長崎県美術館　学芸員　森園　敦
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を
研
究
す
る
際
に
、
残
さ
れ
た
家
族
が

き
ち
ん
と
管
理
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

非
常
に
重
要
で
す
。
山
本
の
場
合
と
は

逆
に
、
ま
っ
た
く
記
録
が
な
い
ば
か
り

か
、
遺
品
を
捨
て
去
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
な
の
で
す
。

そ
し
て
ワ
カ
が
作
っ
た
こ
の
管
理
台
帳

は
山
本
森
之
助
を
研
究
す
る
に
あ
た
り

第
一
級
の
資
料
で
あ
り
、
現
在
も
活
用

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
山
本
森
之
助
の
作
品
を
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。《
街
角
》
は
、
山
本

が
大
正
11
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
フ
ラ

ン
ス
に
絵
画
留
学
し
た
時
の
作
品
で

す
。
山
本
は
フ
ラ
ン
ス
独
特
の
明
る
い

陽
光
を
表
現
す
る
た
め
に
、
印
象
派
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
影
を
描
く
際

に
黒
を
極
力
使
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

代
わ
り
に
紫
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
画
面
全
体
が
暗
く
沈
む
の
を
回
避

し
た
の
で
す
。
そ
し
て
光
と
影
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
極
端
に
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
光
が
当
た
る
箇
所
を
際
立
た
せ
明

る
さ
を
表
現
し
た
の
で
す
。
フ
ラ
ン
ス

留
学
時
代
の
作
品
は
、
そ
れ
ま
で
に
日

本
の
風
景
を
数
多
く
描
く
こ
と
で
培
っ

て
き
た
表
現
力
が
開
花
し
た
結
果
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
見
応
え
の
あ
る
代

表
作
が
い
く
つ
も
描
か
れ
た
の
が
、
フ

ラ
ン
ス
留
学
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

　

留
学
か
ら
帰
国
し
て
か
ら
の
山
本
に

は
多
く
の
時
間
が
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
山
本
は
肺
気
腫
に
よ
り
51
歳

と
い
う
若
さ
で
死
去
し
ま
す
。
晩
年
に

最
も
精
力
を
傾
け
て
制
作
を
し
た
の

が
、
明
治
神
宮
聖
徳
記
念
絵
画
館
の
た

め
の
壁
画
《
明
治
天
皇
中
国
西
国
巡
幸

長
崎
御
入
港
図
》
で
し
た
。
縦
3
メ
ー

ト
ル
、
横
２
・
５
メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨

大
な
絵
画
を
制
作
す
る
た
め
に
、
山
本

は
東
京
に
ア
ト
リ
エ
の
あ
る
家
を
購
入

し
、
ま
さ
に
心
血
を
注
い
で
制
作
し
て

い
き
ま
す
。
長
崎
港
を
一
望
に
見
渡
す

こ
の
絵
画
は
、
現
在
も
明
治
神
宮
外
苑

に
あ
る
絵
画
館
に
て
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
長
崎
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
さ
だ
ま
さ
し
が
、
上
京
し

た
て
の
頃
、
郷
愁
に
駆
ら
れ
て
し
ば
し

ば
見
に
行
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

同
時
並
行
で
描
か
れ
て
い
た
の
が

《
雨
後
》
と
い
う
絵
画
で
し
た
。
ア
ト

リ
エ
の
下
に
わ
ざ
わ
ざ
池
を
造
ら
せ
、

そ
こ
に
睡
蓮
と
ユ
リ
を
自
ら
植
え
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
睡
蓮
と
い
え
ば

印
象
派
を
代
表
す
る
画
家
ク
ロ
ー
ド
・

モ
ネ
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
際
に
山
本
は

パ
リ
で
モ
ネ
の
作
品
を
見
た
の
で
し
ょ

う
。
モ
ネ
の
作
品
は
山
本
の
目
に
ど
う

映
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
筆
不
精
で
あ
っ

た
た
め
、
言
葉
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が

ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
残
念
で
す
。
東
京

の
自
宅
に
て
長
崎
港
を
題
材
に
壁
画
を

描
き
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
い
つ
も
の

よ
う
に
イ
ー
ゼ
ル
を
立
て
て
自
然
観
察

を
行
い
な
が
ら
《
雨
後
》
を
描
く
。
山

本
は
自
分
の
な
か
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
3
年
12
月
7
日
、
制
作
に
3
年

を
か
け
た
壁
画
が
つ
い
に
完
成
し
ま
し

た
。
翌
日
に
運
び
出
さ
れ
る
と
き
、
山

本
は
涙
を
流
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
11
日
後
の
12
月
19
日
に
山
本

は
燃
え
尽
き
た
か
の
よ
う
に
息
を
引
き

取
り
ま
し
た
。
最
後
の
作
品
が
故
郷
長

崎
の
絵
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
山
本
に

と
っ
て
幸
せ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

山
本
森
之
助
は
優
れ
た
風
景
画
家
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
時
代
の
最
先
端
を

走
る
芸
術
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
死
後
は
傍
流
に
押
し
や

ら
れ
、
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
展
覧
会
終
了
後
、
そ

れ
ま
で
眠
っ
て
い
た
作
品
の
情
報
が
日

本
全
国
か
ら
続
々
と
集
ま
り
始
め
ま
し

た
。
と
き
に
個
人
か
ら
、
ま
た
画
廊
か

ら
。
な
か
に
は
代
表
作
中
の
代
表
作
と

い
え
る
も
の
も
あ
り
、
人
の
手
か
ら
手

へ
と
渡
り
な
が
ら
も
時
代
を
超
え
て
大

事
に
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感
動
す

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
長

崎
県
美
術
館
で
は
、
展
覧
会
が
終
了
し

て
か
ら
現
在
ま
で
に
12
点
の
作
品
を
新

し
く
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
の
個
展
は
、
展
覧
会
を

開
催
し
て
そ
れ
を
収
集
に
つ
な
げ
る

と
い
う
理
想
的
な
サ
イ
ク
ル
を
形
成

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

山本森之助《街角》1922－23年

山本森之助《雨後》1928年
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　 税　 務   広 　報 ☎095-822-4231長崎税務署

申告・相談は

が便利です！
国税庁 公式アカウント

確定申告書の作成や税に関する手続・疑問解決に役立つ情報に
あなたのスマホから簡単にアクセスできます！

「よくある税の質問」（タックスアンサー）を確認！

不明点は「チャットボット」に相談！

解決しないときは「国税相談専用ダイヤル」！

国税庁 （確定申告書等作成コーナー）からスマホで送信！
マイナポータル連携で確定申告がもっと簡単！

金額等を入力し、自動計算で申告書を作成！

データで送信するので紙が不要に！

マイナポータル連携を利用すると
さらに便利です！

（詳しくは裏面をご確認ください）

まずは

「友だち追加」から！

税務署でよくある質問に対する
一般的な回答を調べることができます！

あなたが知りたい情報を

チャットボット（ふたば）が
チャット形式でお答えします！

税務職員ふたば

タックスアンサーやチャットボットで解決できない場合は
「国税相談専用ダイヤル」をご利用ください。

※ 申告書の提出状況や還付金の処理状況等の個別的な照会には対応しておりません。
※ 通話料金は、ご利用者の方のご負担となります。

（土日祝日及び 月 日～１月３日を除く）【受付時間：８時 分～ 時 分 】

※メニュー構成は予告なく変更になる場合があります。

の 検索からも
友だち追加できます！

＠

国税庁
公式アカウント

福岡国税局・税務署 ７

二次元コードを
スマホで読み取り！

確定申告会場へ来場する場合に必要な入場整理券も
国税庁 公式アカウントからオンライン取得できます！

納税は
キャッシュレス納付が便利！

あなたのニーズに合わせて情報配信！

国税庁

国税庁
公式アカウント

利用者
① 希望する情報を設定

② 設定した情報をタイムリーに配信

（例） ・ 給与収入や副収入がある方
・ 医療費を支払った方 など

から希望する情報を設定！
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　 税　 務

キャッシュレス納付！
※キャッシュレス納付とは、現金を使わない非対面の納税手段です。

福岡国税局・税務署

メリット１ メリット３メリット２

3時過ぎても
大丈夫！

キャッシュレス納付 ３大メリット

あなたに適したキャッシュレス納付が選べます

（福岡局 ）→

各キャッシュレス納付の

詳細はコチラ

使ってみたら便利です！

（ ）

給与・会計担当の方 必見

住民税をはじめとする地方税も
でキャッシュレス

操作は、
簡単・明快！

特に 源泉所得税 は、キャッシュレスがオススメ

（ ）

Direct
Direct Debit App Creditクレジットカード納付スマホアプリ納付振替納税 ※個人の方のみ利用可能

Internet
Banking

インターネットバンキング
インターネットバンキング
口座等から納付する方法

口座があれば
即利用可能

納付日を指定できる
唯一の納付方法

即時（又は指定した期日）に、届出口座から
振替により納付する方法

ダイレクト納付ダイレクト納付 インターネットバンキング

（福岡局 ）→

ダイレクト納付の詳細はコチラ

操操作作ママニニュュアアルルももあありりまますす

どなたでも利用可能な 体験コーナー あります

まずは気軽に体験してみませんか



（公社）長崎法人会だより

会務日誌 （令和７年７月〜９月）

会　議 ・ 事　業　名 開催月日 参加人員 テ ー マ ・ 事　業　内　容

税務研修会（3 回シリーズ）（3）
青年部会社会貢献委員会（第 4 回）
青年部会会員交流委員会（第 2 回）
税制改正研修会
税務研修会（8 回シリーズ）（1）
長崎間税会地方公営企業消費税講習会
広報委員会（第 1 回）
税務研修会（8 回シリーズ）（2）
青年部会社会貢献委員会（第 5 回）
税務研修会（8 回シリーズ）（3）
長崎間税会理事会（第 2 回）
青年部会拡大租税教育委員会
青年部会総務広報委員会
税務研修会（8 回シリーズ）（4）
事業研修委員会（第 1 回）
青年部会会員研修委員会（第 1 回）
総務委員会（第 2 回）
正副会長・総務委員長と長崎税務署との意見交換会
税務研修会（8 回シリーズ）（5）
組織委員会（第 1 回）
税務研修会（8 回シリーズ）（6）
厚生委員会（第 2 回）
理事会（第 2 回）
会員増強・福利厚生合同決起大会

7. 7.17
7.17
7.18
7.22
7.24
7.25
7.28
7.30
8. 5
8. 6
8. 6
8. 8
8.18
8.20
8.21
8.21
8.25
8.26
8.27
8.28
9. 3
9. 4
9. 9
9. 9

42
11
11
67
38
8

10
35
7

35
30
11
7

34
7
7
7

10
32
10
33
15
49
48

テーマ：決算書の見方　　講師：小島　竜之介　税理士
令和7年度事業内容検討：ながさき Kid's Town
令和7年例会懇親会について　他
令和7年度税制改正のあらまし　　講師：鳥巣　峻輝　税理士
テーマ：法人税の仕組み（1）　　講師：小山　翔　税理士
地方公共団体や公共・公益法人等の消費税　　講師：長崎税務署担当官
令和7年度広報事業について、第180号の内容について
テーマ：固定資産（減価償却費）・繰延資産　　講師：小山　翔　税理士
令和7年度事業内容検討：ながさき Kid's Town
テーマ：交際費・寄付金　　講師：小山　翔　税理士
新規会員加入勧奨推進状況について　他
租税教室実施後の意見交換
全国青年の集い「山梨大会」について　他
テーマ：受取配当金　　講師：小山　翔　税理士
令和６年度研修事業実績、令和7年度研修事業計画　他
研修会・忘年会について、新春公開講演会について　他
第２回理事会運営、組織・厚生合同決起大会開催について
国税当局と法人会との連携・協調について　他
テーマ：特別な事由が生じた場合等の取扱い（貸倒損失・評価損計上）　　講師：小山　翔　税理士
令和６年度会員増強運動実績、令和７年度会員増強計画について　他
テーマ：青色申告の特典（青色欠損金など）　　講師：小山　翔　税理士
令和6年度「全法連第1回厚生委員会」報告、保険協力会社の３社の推進状況報告　他
各委員会からの報告、業務執行報告　他
合同決起大会

事務局だより

税務研修会 (8回シリーズ )⑴
（７月 24 日）

税務研修会 (3回シリーズ )⑴
（７月２日）

7.8.9 月決算期別法人税等説明会
（６月 19 日）

税制改正研修会
（７月 22 日）

⒅
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AF アツ課-2025-0002-2509004　1 月14 日

〒850-0032 長崎市興善町2-24 長崎第一生命ビルディング8  F 長崎支社

⒆
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TEL 095-825-8091　

 FAX 095-828-0419

長崎支社/
長崎県長崎市桜町5-3（大同生命長崎ビル4F）
TEL 095-826-0161

長崎支店/
長崎県長崎市桜町5-3（大同生命長崎ビル3F）
TEL 095-828-0881

⒇




